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わたしたちのまちの
フレッシュさ ん

風
に
誘
わ
れ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
、

足
立
区
を
歩
く
と
、
こ
の
4
月
に
就
職
し
た

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん
が
新
し
い
世
界
に

と
び
こ
ん
で

、
い
き
い
き
と
仕
事
に

は
げ
ん
で
い
る
の
に
出
会
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
4
月
に
足
立
区
で

生
を
う
け
、
新
し
い
区
民
に
な
っ
た

赤
ち
ゃ
ん
も
い
ま
し
た
。

チ
ョ

。
卜
、
自
己
紹
介
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

八
広
報
課
V

(
1
)内

山

博

孝

さ
ん

『
千
住
消
防
署
の
内
山
で
す

。

昨
年
研
修
を
終
え
て
、8

月
末
に

こ
ち
ら
に
配
属
に
な
り
、
父
子
2

代
の
消
防
官
に
な
り
ま
し
た
。

予
庄
消
防
署
で
は
、
こ
の
4
月

か
ら
デ
パ
ー
ト
で
あ
れ
ば
、9

階

ぐ
ら
い
ま
で
届
く
英
国
製
最
新
鋭

機
は
し
ご
車
が
入
口
ま
し
た
。

私
と
同
様
、
新
人
の
は
し
ご
車

と
と
も
に
、
私
も
こ
の
背
後
の
化

学
車
に
乗
り
。ま
ち
の
安
全
の
た

め
に
が
ん
ば
り
ま
す
J
(
敬
礼
)

0

(
2
)納
(のうとみ
)冨

由
美
子

さ
ん

「
わ
た
し
も
母
娘
2
代
の
看
護

婦
を
目
さ
し
て
い
ま
す
。

朝
と
晩
は
、
西
新
井
の
森
川
祠

院
に
動
め
な
が
ら
、
午
後
は
千
住

仲
町
の
足
立
区
医
師
会
看
護
高
等

専
修
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
す
。

自
分
の
時
間
は
あ
ま
り
と
れ
ま

せ
ん
が
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
会
い
、

新
鮮
な
体
験
に
、
と
て
も
充
実
し

て
い
ま
す
・・・
患
者
さ
ん
の
気
持
ち

が
わ
か
る
看
護
婦
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す

」

(
看
護
学
校
で
の
授
業
は
、
と

て
も
真
剣
で
し
た
)

個

(
3
)松

本

久

さ
ん

『
わ
た
し
は
、
こ
の
4

月
に
で

き
た
新
設
校
入
谷
南
中
に
、
新
卒

で
来
た
美
術
の
教
師
で
す
。

入
谷
南
中
は
、
舎
人
第
一
小
と

併
設
さ
れ
た
学
校
で
、
同
じ
校
舎

の
中
を
小
・
中
学
生
が
行
き
来
す

る
な
ご
や
か
な
学
校
で
す

、

子
ど
も
た
ち
は
、
の
ど
か
な
環

境
の
中
で
、
の
び
の
び
育
っ
て
い

る
よ
う
で
す
・
:何
も
か
も
が
新
し

い
の
で

、
例
え
ぱ
、
今
、
授
業
で

は
校
章
の
デ
ザ
イ
ン
を
き
せ
て
、

よ
い
ア
イ
デ
ア
か
で
な
い
か
み
て

い
る
と
こ
ろ
で
す

」(先
生
の
背
後

の
壁
回
は
、
時
計
台
と
と
も
に
同

校
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
)

唇

(
4
)
金
(かなやま
)山

和

美

さ
ん

「
わ
た
し
は
、
短
大
を
卒
業
し

て
足
立
信
用
金
庫
に
就
職
し
ま
し

た
。
仕
事
は
、
ま
だ
考
え
、
考
え

や
っ
て
い
る
状
態
で
す
。
先
輩
の

み
な
さ
ん
が
テ
キ
パ
キ
や
っ
て
い

る
の
で
、
無
我
夢
中
で
す
…
で
も

細
か
い
こ
と
は
好
き
な
方
で
す
か

ら
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
経
験
し

た
い
と
思
い
ま
す

」

(明
る
く
答
え
る
彼
女
が
、
私

た
ち
と
接
す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
に
で

る
日
は
遠
ぐ
な
さ
そ
う
で
す
)

邨

(
5
)池

辺

孝

之

さ
ん

池
辺
さ
ん
は
、
区
内
の
計
測
器

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
第
一
計
器
に
就

職
し
ま
し
た
。
于
づ
く
り
で

。
品

質
に
自
信
を
も
つ
日
本
工
業
規
格

表
示
工
場
で
す
の
で

、
彼
も
、
製

品
の
チ
エ

。
ク
が
最
初
の
職
場
と

な
り
ま
し
た
。

「
人
学
で
電
子
心
用
機
器
を
専

攻
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
よ
」

と
訥
る
池
辺
さ
ん
に
は
、
恥
裕
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

図

(
6
)沼
田
保
育
園
O
歳
児

か

め

組

さ
ん

フ

ボ
ク
は
ま
ん
中
で
泣
き
だ

し
そ
う
な
鬮
を
し
て
い
る
佐
藤
寛

之
で
す
。
沼
叩
似
育
園
の
O

歳
児

で
す
。
だ
か
ら
ポ
ン
ド
の
新
入
生

だ
よ
。
先
生
の
ヒ
ザ
里

で
ホ
ッ

ヘ
に
涙
を
た
め
て
い
る
の
が
、
小

宮
歌
織
ち
ゃ
ん
。
先
生
を
皀
上
げ

て
い
る
の
が
、
松
野
那
美
ち
ゃ
ん

で
す

。
み
ん
な
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
で

す

。
先
生
は
、
宮
原
敦
子
先
生
。

保
に
さ
ん
に
な
っ
た
ば
か
り
で

す
。先
生
も
ゴ
ア
イ
サ
ツ
し
て
…
)

「
保
母
の
宮
原
で
す

。
ま
だ
、

と
袤
と
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
子
ど

も
が
好
き
で
す
か
ら
が
ん
ば
り
ま

す

」

⑥

(
7
)村

野

好

枝
さ

ん

美

幸
ち
ゃ
ん

(
…
ワ
タ
シ
は
、
こ
の
4
月
5

日
午
前
7
時
4
7分
に
、
足
立
1
丁

目
の
太
田
病
院
で
産
ま
れ
た
村
野

美
幸
で
す
。
ポ
ン
ド
に
新
し
い
区

民
の
わ
け
。
ワ
タ
シ
に
は
、
小
学

校
1
年
と
、4
歳
の
お
姉
ち
ゃ
ん

が
い
ま
す
。
だ
か
ら
、(
(

が
残

念
か
っ
て
な
い
か
チ
ョ
ッ
ト
心

配
。
で
も
、3
姉
昧
き
っ
と
マ
マ

の
よ
う
に
き
れ
い
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

ワ
タ
シ
が
お
お
き
く
な
っ
た
時

に
は
、
足
立
区
が
も
っ
と
僅
み
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
こ

⑦

区 役 所 へ の

問 合 せ

本
庁
舎
　
叩
1
(
代
)

中
央
本
町
庁
舎

各
課
へ
直
接
電
話

し
て
く
だ
さ
い

年金課、国民健康保険課、課税課は中央本町庁舎に、
福祉

( 老人
障害

)

、児童手当は本庁舎で受け付けます。
また、

お近くの区民事務所も、
ご利用ください。

〈区民事務所一覧〉
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民生委員は、あな たの相 談 相手 福

祉
あ
ん

な
い

5 月 12 日

民 生 委 員 の 日

大
正
6

年
5
月
1
2日
に
民
生
委

橢
制
度
が
は
じ
ま
り
、
こ
の
日
を

記
念
し
て

「
民
生
委
叫
の
日
」
と

定
め
ま
し
た
。

民
生
委
貝
は
、
地
域
社
会
の
中

で

、
生
活
や
児
童
、心
身
障
害
者
、

老
人
な
ど
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

方
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て

、
指

導
・
援
助
す
る
ほ
か
、
無
職
、
扶

聾
の
事
実
等
に
つ
い
て

証
明
魯
(

調
査
S

、
意
見
一
)

を
発
行
し
、

ま
た
、
シ
ル
パ
ー
パ
ス
の
配
布
な

ど
で
区
や
社
会
福
祉
協
皐
会
の
協

力
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

民
生
委
鰔
は
、
社
会
奉
仕
の
精

神
に
富
み
、
社
会
福
祉
に
理
解
と

熱
意
の
あ
る
方
の
中
か
ら
、
都
知

事
に
推
薦
し
、
厚
生
大
臣
が
委
嘱

し
て
い
ま
す

。

個
人
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
福
祉
の
こ
と
に
つ
い
て

は
お
気
軽
に
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

区
に
は
、
4
7
0名
の
民
生
委
員
が

い
ま
す
。
氏
名
、
廻
当
区
域
等
に

つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
民
生
係

児童扶養手当・
特別児童扶養手当

を受けている方へ

こ
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
金
融
機
関
に
手
当
証
許
を
呈

示
す
れ
ば
、
左
記
の
金
利
で
預
金

が
で
き
ま
す
(
た
だ
し
、
全
額
支

給
停
止
者
を
除
き
ま
す
)
。

対
象
預
金

預
入
期
間
が
1
年
間

の
定
期
預
貯
金

利
率
5

・
5
0
%
(年
利
)

預
入
限
度
額

囿
万
円

取
扱
期
限

昭
和
6
2年
3
月
3
0日

ま
で

問
合
せ
先

本
庁
舎
児
獵
助
成
係

老人福祉から

のお知らせ

一
老
人
福
祉
手
当
の
支
払
い

昭
和
6
1
年
4
月
期
分
の
老
人
福

祉
手
当
を
、
4

月
2
5日
頃
受
給
者

の
み
な
さ
ん
の
口
座
に
振
ふ
み
ま

し
た

。

区
に
届
け
出
の
金
融
機
関
で
、

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い

。

・
次
の
方
に
老
人
福
祉
手
当
を
支

給
し
ま
す

6
ヵ
月
以
上
自
宅
で
寝
た
き

り
、
ま
た
は
入
院
し
て
い
る
方

持
参
す
る
も
の

▽
本
人
名
義
の

預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
　

▽
印
か
ん

▽
入

院
証
明
一

(
入
院
の
場
合
)

一
受
給
者
の
方
へ

次
り
ぞ
7
な
時
は
'
f
J
連
絡
く

だ
さ
い
。

▽
施
設
入
所
・
転
出
な
ど
で
受
給

資
格
が
な
く
な
っ
た
時

▽
寝
た
き
り
の
状
態
が
回
復
し
た

時
▽
口
座
番
号
、
庄
所
等
届
出
事
項

に
変
更
の
あ
っ
た
時

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
老
人

福
祉
係

▲ 民生委員は、 気軽に相談に応じ てい ます

大
師
前
駅
を

ご
利
用
の
み
な
さ
ん
へ

6 月1 日

自転車等の放置禁止区域を指定

区
で
は
、
6
月
1
日
か
ら
人
師

前
駅
周
辺
約
禀
U
の
範
囲
内
を

、

自
転
車
等
の
放
置
禁
止
区
域
に
指

定
し
ま
す
。

指
定
に
佯
い
、
放
置
さ
れ
た
自

転
申
等
は
、
移
送
し
ま
す
。

区
四民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

心
が
け
に
よ
り
、
さ
れ
い
で
安
心

し
て
通
行
で
き
る
駅
前
広
場
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
交
通
安
全
係

大
師
前
駅
前
は
自
転
車
の
ヤ
マ

放置禁止区域予定図

白ヌキの円( 半径約300刀) の範囲内が
放置禁止区城( 予定) です。

く
ら
し
の

情
報

国
民
年
金

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
へ

国
民
年
金
の
手
続
き

は
、
お
済
み
で
す
か

4
月
か
ら
。
新
し
い
国
民
年

金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。新

し
い
制
度
で
は
。
厚
生
年

金
や
共
済
組
台
に
加
入
し
て
い

る
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ

ん
(
2
0歳
以
卜
6
0
歳
未
満
の
方
)

は
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
糾
を
納
め
な
く
て
も

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
ぶ
ひ
な
万
を
「
第
3
号

被
保
険
考
」
と
い
い
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
は
、
妬
け
出
が
必

饗
で
す
。

ま
だ
、
届
け
出
を
出
し
て
い

な
い
方
は
、「
m
3

り
被
保
険
者

該
力
葱

用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
夫
の
会
社
の
確

認
を
受
け
郵
送
し
て
く
だ
さ

し用
紙
文
付
場
所

国
民
年
金

課
、
各
区
民
事
務
所

蒹
確
認
の
で
き
な
い
方

確
認
の
で
き
な
い
方
は
、
次

の
書
類
等
を
持
参
の
う
λ
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

▽
印
か
ん
　

▽
以
前
に
厚
生
年
金
、
国
民

年
金
に
加
入
し
た
こ
と
の
あ

る
方
は
、
そ
の
年
金
手
帳
　

▽
配
偶
者
の
厚
生
年
金
手
帳

か
共
済
岨
合
與
証

▽
健
康

保
険
証

手
続
`
{
瑜
所
・
問
合
せ
先
中
　

央
本
町
庁
舎
適
用
係
(
`
‘
伽
　

5
1
5
1
)

税
住
民
税
の
一
部
改
正

昭
和
6
1
年
度
住
民
税
(
特
別

匯
民
税
・
都
民
税
)
か

。
部
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

3
月
5
日
吋
で

ワ
分
離
課
椀

に
か
か
る
長
期
譲
渡
所
吋
の
特

定
分
の
税
寡
改
・正
」
と

必

納

報
奨
金
制
度
の
変
更
」
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。

今
回
、「
非
課
税
所
得
の
限
度

額
」
と
「
同
居
特
別
障
害
者
控

除
願
」か
下
表
の

と
お
り
改
め
ら
れ

ま
匚
だ
。

問
ふ
昼
先
中
火
　

本
町
庁
舎
課
税
　

課
(
魯
凶
5
0
　
y

)

住
民
税
の
納
税

通
知
書
・
納
付
書
の

様
式
が
変
わ
り
ま
す

昭
和
6
1年
度
か
ら
納
税
通
知

町
・
納
付
書
が
竃
わ
り
ま
す
。

』
現
年
度
課
税
の
場
合
(
図
圭

▽
納
税
通
知
一
T

枚
目
ご
・・

所
得
と
所
得
控
除
の
内
訳
か

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
(
都
営

住
宅
・
保
育
圃
に
必
要
と
な

る
収
入
証
明
書
等
に
使
用
で

き
ま
す
)

▽
全
期
前
納
用
の
納
付
寿
(
2

枚
目
)
・
:
全
期
前
納
す
る
人

は
こ
の
納
付
書
で
6

月
3
0日

ま
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い

(
第
4
期
分
税
額
の
‰
が
報

奨
金
と
し
て
淬
し
引
か
れ
ま

す
)

▽
第
1
1
4

期
分
の
各
納
付
斟

…
3
-
6

枚
目

鼡
納
税
通
知
黔
・
納
付
書
は
。6

月
9
日
に
発
送
し
ま
す
の

で
、
昭
和
6
1年
慶
納
税
・
課
税

証
明
書
の
発
行
は
、
そ
れ
以
降

に
な
り
ま
す
。

・
均
等
割
以
下
、
遞
年
麦
課
税

の
場
合

図
2
の
様
式
に
な
り
ま
す
。

Λ
ご
注
意
▽

次
の
場
台
は
、全
期
前
納
報

癸
金
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

『
-
7
月
1
日
以
降
に
、令
期
前
　

納
し
た
場
合

∵
均
等
割
額
以
下
、
お
よ
び
過

年
度
課
税
さ
れ
た
人

▽
第
2
期
分
以
降
か
ら
課
税
さ

れ
た
人

問
合
せ
先
中
央
本
町
庁
舎
課
　

税
課
(
`
‘
巍
5
0
8
1
)

図1

図2
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保

健

衛

生

ガ

イ

ド

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
干 住 保 健 所f 1888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中央本町保健相談所 　880- 1165

い
ま のう

ち にや
っ
て お

こ う

蚊と
ハ
エ 退治

そ
ろ
そ
ろ
蚊
と
(
エ
が
発
生
す

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

蚊
や
(
エ
の
幼
虫
は
、
水
た
ま

り
や
ド
ブ
な
ど
に
多
く
発
生
し
ま

す
。
今
の
う
ち
に
退
冶
し
ま
し
ょ

う
。区

で
は
、
4
月
か
ら
衛
生
班
か

毎
日
出
動
し
て
い
ま
す
。

主
に
公
共
的
な
場
所
、
不
衛
生

な
と
こ
ろ
。
水
た
ま
り
、
下
水
溝

な
ど
を
巡
回
し
、
薬
剤
敵
布
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
近

所
で
個
人
で
は
手
に
お
え
な
い
場

所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

衛
生
班
は
、
9
月
下
旬
ま
で
活

励
し
ま
す
。

ま
た
、
薬
剤
散
布
は
一
軒
で
行

っ
て
も
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

町
ぐ
る
み
で
一
斉
に
駆
除
を
吁
う

ぶ
つ
町
会
自
治
会
に
、
6
月
初
旬

に
殺
虫
剤
を
配
布
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
防
疫
指
導
係

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
を
尊
重
し
差
別
を

な
く
す
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
(
1
)

差
別
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し

ょ
う
。
昭
和
4
0年
8
月
H
日
、

同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
の
中

で
、
心
理
的
差
別
と
実
態
的
差

別
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
ま
す
。

心
理
的
差
別
と
は
、
た
と
え

ば
、
一召
葉
や
文
字
で
封
建
的
身

分
の
賎
称
を
あ
ら
わ
し
て
侮
辱

し
、
非
合
理
な
偏
見
や
嫌
思
の

豚
憐
に
よ
っ
て
交
際
を
拒
み
、

婚
約
を
破
棄
す
る
な
ど
の
行
助

に
あ
ら
わ
れ
る
差
別
で
す
。

実
態
的
差
別
と
は
、
た
と
え

ば
、
就
職
・
教
育
の
機
会
均
等

が
実
質
的
に
保
障
さ
れ
ず
、
政

治
に
参
与
す
る
権
利
が
選
挙
な

ど
の
機
会
に
阻
害
さ
れ
、
一
般

行
政
諸
施
策
が
そ
の
対
象
か
ら

疎
外
さ
れ
る
な
ど
の
差
別
で

す
。こ

の
ぷ
刄
芯
理
的
差
別
と

実
顧
的
差
別
と
は
相
互
に
因
果

腿
係
を
保
ち
相
互
に
作
用
し
あ

っ
て
い
李
歹
。

こ
の
差
別
は
深
刻
で
鬣
娶
な

社
会
問
題
な
の
で
す
。

で
は
、
私
た
ち
は
な
に
を
す

れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

第
一
に
、
同
和
問
題
に
つ
い

て
正
し
い
認
識
と
理
解
を
も
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。

第
二
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
ま
ち
が
っ
た
考
え
方
を
し
て

い
'
9人
が
い
た
ら
、
そ
の
あ
や

ま
ぢ
を
説
明
し
、
わ
か
っ
て
も

ら
う
よ
う
努
め
る
こ
と
で
す
。

第
三
に
、
家
庭
、
学
校
、
地

域
等
の
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
差
別
、
日
常
生
活
の

中
で
ぶ
つ
か
る
い
ろ
い
ろ
な
差

別
に
目
を
間
伐

そ
れ
ら
を
取

り
除
い
て
い
く
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

笆
の
中
に
一
人
で
も
不
幸
な

人
が
あ
る
限
り
。
真
の
幸
唱
は

あ
り
得
な
い
と
言
っ
た
人
か
あ

り
ま
す
。

被
差
別
部
落
出
身
の
人
び
と

を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
人
び
と

か
、
ほ
ん
と
う
に
人
間
ら
し
い

生
活
を
お
く
る
こ
と
が
保
障
さ

れ
る
よ
う
に
、
国
民
の
課
題
と

し
て
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。○

同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

肖
せ
は
、
本
庁
舎
・同
和
対
策
担

当
へ
。

み
ど
り

あ
な
た
も

身
近
な
〝
緑〟

に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か

緑
化
啓
発
見
学
会

ぼ
民
の
皆
さ
ん
に
、
緑
の
大

切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
今
年
も
緑
化
見
学
会
を
爽

施
し
ま
す
。

日
時
6

月
5
日
(
木
)
、
午
前

9
時

本
庁
舎
前
集
合

見
学
地

川
口
市
立
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
(
川
口
市
新
井

宿
)
、埼
玉
県
立
値
物
振
興
セ

ン
タ
ー
(
川
口
市
安
行
)

対
象
2
0

歳
以
上
の
区
民

募
集
人
a
9
0

名
(
c

募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

費
用

無
料
(
昼
食
は
各
自
ご

持
参
く
だ
さ
い
)

申
込
力
法

往
復
(
ガ
キ
に

、

緑
化
見
学
会
穆
加
希
望
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と

申
込
期
限
5

月
1
6日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

緑
化
係

(〒
a
千
住
I
L
4
-
1
8
)

作
品
募
集

緑
の
写
真

コ
ン
ク
ー
ル

新
緑
の
季
節
と
な
り
、
木
々

や
草
花
の
緑
も
、
一
段
と
映
え

て
き
ま
し
た
。

日
常
生
活
の
巾
で
、
。
や
t
り

'
{と
ゆ
と
り
も
た
ら
尤
7

に
、

税
し
み
や
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
・緑
の
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
を
行
い
ま
す
。

テ
ー
マ
区
内
の
身
近
な
緑

応
募
讐
領
▽
ア
マ
チ
ュ
ア
に
　

限
る
▽
昭
和
6
0
年
9
月
～
　

6
1
年
8
月
ま
で
撮
影
し
た
自
　

作
禾
発
表
の
も
の
▽
カ
ラ
　

ー
ブ
リ
ン
ト
、2
L
(
キ
ャ
　

ビ
ネ
担
当
)
～
四
ツ
切
、ふ
　

ち
な
し
(
台
紙
不
要
)

▽
心
募
点
数
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、入
貢
は
I
人
　

I
点
と
し
李
y
▽
入
貢
作
　

品
は
返
却
し
ま
せ
ん

▽
入

賞
作
品
の
ネ
ガ
岑
鳧
出
の
こ

と
賞

推
せ
ん
・・
i
点

特
選
…

3
点

入
選
…
1
0点

佳
作

・
:
2
0点(
計
3
4点
)

※
入
賞
者
に
は
、
賞
状
、
賞
品

を
、
全
応
募
者
に
参
加
χ
夸
き

し
上
げ
ま
す
。

応
募
期
阻
8

月
3
0日

応
募
先

緑
化
係
ま
た
は
、
区

内
写
真
材
料
商
業
協
同
組
合

加
盟
カ
メ
ラ
店

問
合
せ
先

本
庁
舎
緑
化
係

生
活環
境

縦
覧
し
て
い
ま
す

梅
島
駅
北
地
区

市
街
地
再
開
発
促
進

区
域
の
決
定
お
よ
び

都
市
計
画
変
更
案

都
と
区
で
は
、
梅
島
駅
北
地

区
に
お
い
て
市
街
地
再
開
発
促

進
区
域
の
決
定
と
、
用
途
地
岐
。

特
別
1
1業
地
区
'
U
K

地
区
、

防
火
地
域
お
よ
び
準
防
火
地

域
、
高
慶
利
用
地
M
の
変
更
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
区
内
に

住
所
の
あ
る
方
。
ま
た
は
こ
れ

ら
の
案
件
に
利
害
関
係
の
あ
る

方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
都
知
事

や
区
長
に
意
見
S
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
計
圃
変
更
地
区

梅
島
駅

北
地
区
(
梅
島
3
丁
目
地
内
)

縦
覧
期
限
5

月
2
3日

縦
覧
鳩
所

都
・
都
市
計
画
局

総
務
部
相
談
哨
報
課
ま
た

は
区
・
本
庁
舎
都
市
計
画
課

肅
見
S
の
提
出
・
問
合
せ
先
　

都
・
都
市
計
画
局
都
市
計
画

課
(
　
2
1
2
5
1
1
1
)、
本
庁

舎
都
市
計
画
課

教
育

募
集
中
(
6
2年
度

足
立
区
奨
学
生
)

昭
和
6
2年
4
月
か
ら
高
校
・

大
学
に
進
学
を
予
定
し
て
い
る

方
で
、
足
立
区
育
英
資
金
貸
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
を
受

け
付
け
て
い
李
す
。
お
早
め
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員

▽
高
校
生
…
7
0名

▽
大
学
生
・
ら
一
名

貸
付
金
額

▽
修
学
資
金
…
月

額
9
千
円
(
国
公
立
高
校
生
)

～
3
万
1
千
円
(
私
立
大
学

生
)

莠
粛
期
限
5

月
割
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
学

務
第
二
課
振
興
係

消
費
者

展
示
が
新
し
く

な
り
ま
し
た

テ
ー
マ
「
輸
入
食
品
を

考
え
る
」

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、毎

年
身
近
か
に
起
こ
っ
た
問
題
の

冫
-
か
ら
、特
に
私
た
ち
の
消

費
生
活
に
関
係
が
深
い
と
思
わ

れ
る
も
の
を
耋
ん
で
パ
ネ
ル
展
-

。不
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
日
本
人
の
食
極
の

約
4
剖
を
占
め
る
と
い
わ
れ
る

「
輸
入
食
品
」
を
テ
ー
マ
に
取

り
あ
げ
ま
し
た
。

輸
入
食
品
に
関
連
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
の
一
端
を
ご
理
解

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
『
墟
辛
』
と
[
の
り
の

佃
煮
」
に
含
ま
れ
る
塲
分
量
や

台
呎
保
存
料
を
テ
ス
ト
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
結
果
も
パ
ネ
ル

展
示
し
ま
し
た
。

展
示
の
ほ
か
に
も
日
常
の
消

費
生
活
に
必
要
な
嘴
報
を
数
多

く
集
め
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

展
示
時
間
午
前
8
時
3
0
分
～
　

午
後
5
時

問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン
タ
ー

8
7
0
1
3
9
1

家
庭
用
計
量
器
の

無
料
検
査
と
調
整

ご
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
体

温
計
・
寒
暖
計
・
は
か
り
・
血

圧
計
が
正
し
く
計
量
す
る
か
、

無
料
の
倹
査
を
左
記
に
よ
り
行

い
ま
す
。

日
時
・
会
場
▽
5
月
加
尺

土
)

・
:
青
年
館

▽
5

月
3
1
日

(
土
)
・・
画

業
振
興
館

い
ず
れ
も
、
午
前
m一
時
I
　

午
後
4
時

主
催

東
京
郡
・
東
東
都
計
量

協
会

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
指

導
育
成
係
(
　
砌
5
1
9
1
)

5
月
の
安
売
デ
ー

』
青
果
物
5

月
2
1り

水
了

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
店

圏
魚
5

月
1
6
日
(
金
)
・
:
青

い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
店

主
催

▽
足
立
区
青
果
物
安
売

り
デ
ー
協
議
会

▽
関
東
水

産
物
商
業
協
同
組
台
西
新
井

支
部
・
千
僅
支
部

後
援

足
立
区
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募

集

・

催

し

も

の

新
社
会
人
激
励
の
集
い

今
春
、
中
学
校
・
高
等
学
校
を

卒
葉
し
。
区
内
の
会
社
や
商
店
に

就
職
さ
れ
た
方
を
対
象
に
「
新
社

会
人
激
励
の
集
い
」
を
閲
催
し
ま

す
。参

加
者
に
は
、
当
日
記
念
品
を

差
し
'の
げ
ま
す
。

日
時
・
内
容

下
表
の
と
お
り

鳩
所

産
業
振
興
館

定
員
第
1
部
・
:
6
0
名
、
第
2
部
　

・
;
朷
名

※
い
ず
れ
も
、
先
着
順
。

申
込
方
法

各
事
業
所
ご
と
に
。

電
話
で
予
約

申
込
期
限
5

月
1
0日
(
土
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
勦
労

福
祉
係

千

住

宿
探

訪

日
光
街
道
の
朷
宿
と
し
て
に
ぎ

わ
い
を
み
せ
た
千
住
宿
の
面
影
を

魴
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

史
跡
の
案
内
・
解
晩
は
、
足
立

史
談
会
副
会
長
の
畷
周
二
氏
が
担

当
し
ま
す
。

日
時
5
月
2
6
・
2
9
日
、
午
前
9
　

時
3
0
分
～
午
後
4
時

対
象

奥
1
8
鑞
以
上
の
健
康
な
区

民
(
当
日
は
全
コ
ー
ス
約
3

‘
、

徒
歩
で
す
)

定
a

各
日
と
も
加
名
(
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
气

希
望
日
、「
千
佳
宿
探
防
参
加
希

望
」
と
明
記
の
こ
と
。(
ガ
キ

ー
枚
に
つ
き
申
し
込
み
1
名
に

限
り
ま
す

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
昼
食

は
各
自
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
5

月
1
0日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
広
報

課
(
〒
ぬ
千
住
I
-
4
-
1
8
)

区
民
大
学
公
開
講
座

「
教
育
―
人
間
と
し
て
」

作
家
高

史
明
氏

日
時
5

月
2
2日
、
午
後
6
時
3
0
　

分
～
8

時
3
0分

場
所

竹
の
嬢
扛
会
数
弯
館

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
虞
人

(
今
回
の
区
民
大
学
に
応
募
し

た
方
で
受
講
生
と
な
っ
た
方
は

除
膏
汳

す
)

定
員
5
0

名
(
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
申
し
込
む
こ
と

申
込
期
限
5

月
1
2日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
文
化

係
(
〒
ほ
千
住
I
L
4
1
1
8
)

救
急
法
講
習
会

日
時
6
月
1
6
日
～
2
6
日
(
土
・
　

日
曜
日
を
除
く
9
日
間
)
、い
ず

れ
も
午
後
6
時
～
9
時

場
所

産
業
振
興
館

講
師

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指

導
貝

対
象

禹
1
6歳
以
上
の
区
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
方

柬
全
日
程
を
出
席
し
、
学
科
お
よ

び
実
技
試
験
に
合
格
す
る
と
、
日

本
赤
十
字
社
よ
ひ
救
急
員
適
任
証

が
取
得
で
き
ま
す
。

定
S
6
0

名
(
抽
選
)

受
購
科

無
料
(
た
だ
し

、
教
材

賢
は
実
費
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
勤
筋
先
(

学
校
名
)
を

記
入
の
う
え
申
し
込
む
こ
と

申
込
期
限
5

月
3
1日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
体
育

課
(
〒
慂
千
住
1
-
4
1
1
8
)

人
形
劇
教
室

日
時
5
月
2
0
日
か
皀
毋
月
第
1
　

・
2
・
l
火
曜
日
、午
前
1
0
時
　
～

正
午

場
所

栗
島
児
童
館

内
容

人
形
劇
上
演
の
た
め
の
人

形
制
作
と
上
演
の
基
礎

跼
師

宮
崎
雅
代
氏
(
劇
団
レ
モ

ン
座
)

定
員
2
0
名
(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
へ

申
込
期
限
5

月
1
7日

申
込
・
問
合
せ
先

粟
島
児
童
館

眥
叫
3
4
7
1

編
物
(
手
編
)

技
能
講
習
会

日
時
5
月
2
0
日
～
6
月
1
7
日
の
　

毎
週
火
・
金
曜
日
(
全
9
日
間
)
　

午
後
1
時
～
4
時

場
所

内
職
補
導
所

対
象

綢
物
の
経
験
の
あ
る
方

定
員
3
5

名
(

先
档
順
)

S
用
無
料
(
た
だ
し
、教
材
賢
　

2
千
円
は
自
己
負
担
)

申
込
方
法

住
所
黔
確
認
で
き
る

も
の
(
健
康
保
険
証
等
)
を
持

参
の
冫
气

直
接
本
人
が
申
し

込
む
こ
と

申
込
受
付
5

月
1
2日
(
月
)
、午

前
9
時
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先

内
職
補
導
所

酋
醐
冫
3
4
6

生

活

教

室

日
時
5

月
2
7日
(
火
)
、
午
後
1
　

時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所

花
畑
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
助
の
婦
人

内
容

小
さ
い
お
子
さ
ん
の
た
め

の
お
や
つ
の
与
え
方
(
お
や
つ

の
作
り
方
実
演
と
お
話
)

費
用

無
料

定
員
3
0

名
(
先
着
順
)

申
込
方
法
5

月
7
日
か
ら
直
接

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
セ
ン
タ

ー

酋
暝
2
6
1
7

少
年
剣
道
大
会

日
時
6
月
8
日
(
日
)
、受
付
時
　

間
…
午
前
8
時
～
&
時
3
0
分
、

開
会
式
…
午
前
9
時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生
男
女

競
技
内
容

学
年
別
個
人
戦
と
し

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

※
小
学
1
年
A

年
生
は
ブ
ロ
ッ

ク
別
表
彰
。

持
参
す
る
物

防
具
等

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
身
長
、
学

校
名
、
学
年
、
所
属
団
体
名
、

剣
道
匣
、
段
位
(
中
学
生
の
み
)
　

を
明
記
の
う
え
申
し
込
む
こ
と

※
区
内
の
剣
友
会

。
道
場
等
に
所

属
す
る
方
は
、
そ
の
団
体
で
一
括

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
5

月
旧
日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
体
育

課
少
年
剣
遭
大
会
相
当
(
一
T
M一

千
住
1
-
4
1
1
8
)

区
民
ハ
イ
キ
ン
グ

期
日
5

月
2
5日
(
日
)
、
バ
ス
で

日
帰
り
、
約
4
時
間
の
歩
樫

場
所

河
口
湖
畔
・
三
ツ
峠
山

対
象
1
8

歳
以
上
の
区
内
在
住
・

在
勤
者

定
員
5
0

名
(
先
着
順
)

費
用
5

千
円

申
込
方
法

要
項
確
詔
の
う
ぇ
駒

草
山
荘
(
千
住
―
-
3
3
-
9
　

啻
朏
2
4
9
1
)

ま
た
は
、
マ

ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
(
関
原
2
-
1
6
　
1
H

、
酋
Ⅲ
5
1
0
1
)

へ
*

要
項
は
、
申
込
先
と
本
庁
舎
体

育
課
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

山
岳
連
盟
(

荒
川
)
　

豐
碵
8
0
0
0

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
公
認

さ
わ
や
か

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

の
野
口
泰
弘
さ
ん
ほ
か
変
迎
え
て

行
い
家
T

。

日
時
5

月
1
8日

百
)
、
午
後
0
　

時
3
0分
～
午
匯
4

時

鳩
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象
1
6

歳
以
上
の
区
民

定
a
5
0

名
(
先
s
順
)

申
込
方
法

窓
口
ま
た
は
電
話
　

『
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
加
入

の
方
は
、
連
盟
を
通
じ
て
申
し

込
9

』と
)

※
当
日
の
見
学
は
自
由
。

申
込
・
問
合
せ
先
総
合
ス
ポ
ー
　

ツ
セ
ン
タ
1
a
8
5
9
8
2
1
1

足 立区 を知 りたい 方へ
い ろ ん な 資 料 が そ ろ っ て い ま す

区政資料室

区
で
は
、
5
月
1
日
の
情
報
公
開

制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
わ
せ
て
「
区

政
資
料
室
」
を
開
般
し
ま
し
た
。

区
政
賢
料
室
に
は
、
区
が
発
行
し

た
賢
料
は
も
ち
忝
へ

国
、
都
や
他

の
自
治
体
が
作
成
し
た
資
料
、
そ
れ

に
行
政
関
係
の
図
S
が
鑽
え
て
あ
り

ま
す
。

な
か
で
も
、
各
自
治
体
の
基
本
計

画
、
地
方
自
治
関
係
図
書
、
郷
土
の

歴
史
に
関
す
る
賢
料
等
は
充
実
し
て

い
ま
す
。

ほ
か
に
も
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

類
、
新
聞
岑
甬一意
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て

、
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と

に
次
り
ぷ
冫
な
、
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▽
賢
料
の
閲
覧
、
貸
し
出
し
、
コ

ピ
ー
サ
ー
ピ
ス

▽
区
刊
行
物
の
販
売

▽
各
種
賢
料
に
つ
い
て
の
相
談
・

案
内

区
政
資
料
室
は
'
a

の
2
ヵ
所
に

般
置
し
て
あ
り
李
"
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
本
庁
舎
I
階
情
報
公
開
課
内
】
　

【
中
央
本
町
庁
舎
2
階
情
報
公
開
課

分
室
内
酋
瞋
5
0
0
1

】

会

員
募

集

中

都
市
提
携
交
流
協
会

交
流
協
会
は
、
区
が
都
市
提
携

を
結
ん
で
い
る
新
潟
県
小
出
町
、

長
野
県
山
ノ
内
町
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ベ
ル
モ
ン
ド
市
と
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
な
ど
の
分
野
に

お
け
る
住
民
y
岩
し
の
交
流
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

ご
な
た
で
も
加
入
で
瘴
豕
y
の

で
、
ぜ
ひ
会
員
と
な
つ
刄
活
動
く

だ
さ
る
ぶ
7
お
願
い
し
穿
歹
。

●
今
ま
で
の
主
な
交
流一
業

【
小
出
町
、
山
ノ
内
町
一

▽
写
真
、
絵
画
の
交
呎
展
示
会

▽
少
年
野
球
大
会
、
社
会
人
野

球
大
会

▽
区
民
号
の
奥
施

【
ベ
ル
モ
ン
ド
市
】

▽
子
ど
も
た
ち
の
作
品
交
換

▽
写
真
、
絵
画
の
交
換
展
示

●
こ
れ
か
ら
の
交
流
事
業

▽
英
会
話
講
習
会
な
ど
各
種
講

習
会
、
研
修
会
の
実
施

▽
学
生
、
家
族
、
グ
ル
ー
プ
等

の
交
流

▽
足
立
区
、
ベ
ル
モ

ン
ト
市
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
実

施

▽
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
。写
輿
、

刊
行
物
等
の
交
換

●
入
会
あ
ん
な
い

会
S

▽
個
人
会
員
:
こ
般
2
千

円
、
学
生
千
円

▽
団
体
・
法

人
会
貝
・・・
1
万
円

※
い
ず
れ
も
、
年
額
。

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
都
市

提
携
交
流
協
会
事
筋
局
(
本
庁

舎
総
筋
課
都
市
提
携
相
当
)

ア ン グ ル
まつ り ば ん て ん

祭半纒
染め物一筋の
―遠藤 正三 さん

浅
草
・
三
社
ま
つ
り
を
控
え

て
、
今
(
4

月
中
旬
)
が
一
番

忙
し
い
。

足
立
4
丁
目
に
あ
る
染
物
工

場
「
紺
正
」
で
は
、
叉

の
廠

人
さ
ん
が
祭
半
纏
の
染
め
に
手

を
休
め
る
ひ
ま
も
あ
り
ま
せ

ん
。こ

こ
の
ご
主
人
、
遠
藤
正
三

さ
ん
(
7
2
歳
)
は
、2
代
目

。紺

正
‘
。9
歳
の
と
き
か
ら
染
め
の

逎
に
入
り
ま
し
た
。「
戦
後
、
半

箘
の
需
妥
が
少
な
く
な
り
、
た

く
さ
ん
あ
っ
た
染
め
物
工
場

も
、
ほ
と
ん
ど
が
転
業
し
て
い

き
ま
し
た
。
昭
和
4
5年
頃
か
ら

か
、
お
祭
り
ブ
ー
ム
が
復
活
し

た
お
陰
で

、
祭
半
纏
の
崖
又
が

増
え
て
き
た
ん
で
す
よ
」
。

今
で
は
、都
内
は
も
ち
ろ
へ

埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
な
ど
か

ら
も
注
文
が
く
る
そ
う
で
歹
。

染
め
あ
が
っ
た
反
物
が
風
に

な
ぴ
く
様
子
は
、
近
所
の
風
物

に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
雨
が
降
っ
た
と
き
は
ガ
ス

で
乾
髪
さ
せ
る
ん
で
す
が
、
太

陽
の
下
で
ほ
す
の
に
比
べ
る

と
、
で
き
貝
合
は
艮
く
な
い
で

す
ね
。
ま
ん
べ
ん
な
ぐ
、
き
れ

い
に
仕
上
げ
る
に
は
、
や
っ
ぱ

り
天
日
が
一
番
で
す
」
。

最
近
は
難
し
い
色
の
注
文
も

増
え
て
さ
ま
し
た
が
、「
お
や
じ

さ
ん
ひ
と
つ
頼
み
奪
歹
よ

」
と

一筥
わ
れ
る
と
断
り
切
れ
な
い
と

の
こ
と
で
す

。
手
作
業
に
生
き

る
職
人
の
探
究
は
ま
だ
ま
だ
続

き
そ
う
で
す

。

お
し
ら
せ

更
新
手
続
の
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

指
導
者
保
険

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険
の

更
新
手
続
は
、訳
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
の
代
表
書
に
変
更
が
あ
る

場
合
】

代
表
者
変
更
届
の
提
出
が
必

要
で
す

【
団
体
の
代
表
者
に
変
更
が
な
い

場
合
】

自
励
的
に
更
新
し
ま
す
の

で
、
一
切
手
続
は
必
要
あ
n
ま

せ
ん

手
続
期
間
5
月
6
日
～
6
月
5

※
新
規
加
入
に
つ
い
て
は
、
加
入

申
請
S
を
疊
出
し
て
く
だ
さ
い
。

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
本
庁
舎
青
少
年

係
へ

。

投
影
時
間
変
更

教
育
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

4
月
か
ら
は
、
毎
週
土
曜
日
、

午
後
2

時
と
3

時
3
0分
の
2

回
と

な
っ
て
い
ま
す
。

木
曜
日
と
土
曜
日
の
夜
6
時
3
0

分
の
回
は
、
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
ご
注
奪
ぐ
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー

昔
膕
8
8
0
1

ひ
ろ
ば

催
し
も
の

●
足
立
区
地
場
産
業
チ
ャ
リ
テ

ィ
バ
ザ
ー
ル
5

月
1
7
・
1
8

日
、
午
前
1
0時
I
午
後
5
時
/

東
京
マ
リ
ン
/
靴
、
鞄
、
家
具

な
ど
(
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
ス
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
)
/

▽
実
行
本
部
(
足
立
よ
み
う
り
)

昔
8
8
2
5
7り
(
3

●
足
立
吹
奏
楽
団
第
3
回
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
5
月
い
1

日
、
午
後
1
時
3
0
分
開
場
/
文

化
会
館
/
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲
　

(
マ
ー
チ
ー
テ
イ
ク
オ
フ
ほ
か

I
曲
)
、第
2
組
曲
な
ど
/
無

料
/
▽
佐
藤
`
‘
8
9
7
7
0
9
0

●
落
語
二
人
会
(
チ
ャ
リ
テ
ィ

寄
席
)
無
料
招
待

お
年
寄
り

や
身
障
者
の
方
1
0
名
(
抽
選
)
/
5

月
2
5日

、
午
後
6
時
3
0分
/

西
新
井
ラ
ッ
キ
ー
レ
ー
ン
/

弁
士
は
藤
村
緑
郎
さ
ん
と
立
川

談
豪
さ
ん
/
電
話
申
込
、
5
月
2
0

日
ま
で
/

▽
ミ
ズ
キ
ー
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
酋
鵺
3
2
2
6

●
第
1
2
回
足
立
子
ど
も
ま
つ
り

5
月
1
8
日
(
雨
惑
(
一
日
)
、午

前
9
時
3
0
分
～
午
後
3
時
3
0
分

/
元
溯
江
公
園
/
作
ろ
う
コ
ー

ナ
ー
(
竹
と
ん
ぼ
な
ど
)
、遊
ぼ

う
コ
ー
ナ
ー
(
コ
マ
、ケ
ン
玉

な
ど
)
、み
ん
な
の
広
場
(
歌
、

人
形
劇
な
ど
)
/
潺
円
/
▽
荒

井
酋
8
5
8
3
0
4
8
(
午
援
6
時
～

1
0時
)募

集

●
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
(
舎
人
フ
ィ

″
ト
ネ
ス
)

毎
週
金
曜
日
、

午
前
1
0時
3
0分
I
正
午
/
舎
人

社
会
教
育
館
/
初
心
者
歓
迎
/

月
額
千
泅
円
/
▽
五
味
昔
a
4

●
い
け
花
・
池
坊
(
た
ち
ぱ
な

会
)

毎
月
第
2
・
4
木
曜

日
、
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0

分
/
竹
の
塚
社
会
教
育
館
/
月

額
3
千
沺
円
(
花
代
込
/

▽

大
加
さ
朏
a
2
6

●
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
コ
ン
サ
ー

ト
(
手
話
コ
ー
ラ
ス
付
バ
ン
ド
)

特
に
男
性
メ
ン
バ
ー
を
募
集
/

毎
週
土
曜
日
、
午
後
6
時
～
8

時
/
足
立
老
人
ホ
ー
ム
/

月
額

千
円
/
▽
徳
森
昔
Ⅲ
0
8
9
4
　
(

午
後
7
時
以
降
)

●
子
ど
も
と
女
性
の
ス
イ
ミ
ン

グ
教
室

毎
週
水
曜
日
(

月
4

回
)
、午
後
7
時
～
8
時
3
0分
/

水
元
温
水
プ
ー
ル
/

初
心
者
歓

迎
/
月
額
3
千
沺
円
/
▽
平
山

昔
緜
6
8
1
4

●
自
由
誌
の
同
人
会

同
人
誌

「
雲
と
書

、9
0頁
を
発
行
。
見

本
と
し
て
切
手
伽
円
で
送
り
ま

す
/

▽
秋
山
李
沙
(
1
1
-
2
2
1
保
木

間
3
1
3
-
8

豐
嵋
1
7
5
5
)

●
足
立
区
域
文
化
連
合
会
奇
術

(
マ
ジ
ッ
ク
)
都

毎
週
月
曜

日
、
午
後
7
時
～
9
時
/
舎
人

社
会
教
育
館
/
月
額
2
千
円
/

作
曲
部
で
も
部
貝
募
集
中
/
▽

沢
田
昔
涙
9
8
0
7

※
先
着
順
で
、
一
団

体
一
事
气

―
カ
月

間
再
柵
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

掲
示
板

・

憲
法
週
間
紀
念

謫
演
と
映
画
の
集
い

日
時
5

月
8
日
、
午
後
1
時

1
0分
か
ら
(
開
場
…
午
後
0
　

時
3
0分
)

場
所

江
東
公
会
堂
(
江
東
区

住
吉
2
j
2
8
-
3
6
)

た
ぴ

内
容

▽
映
画
・・・
新
た
な
る
出

発▽
講
演
・・・当
面
す
る
フ
ラ
イ

バ
シ
ー
問
題
(

都
立
大
学
総

長
・
下
山
瑛
二
氏
)

費
用

無
料

問
合
せ
先

東
京
法
務
局
人
権

擁
護
部
S

泪
6
2
3
1

・
東
京
都
職
員
採
用
試
験

一
次
賦
験
日
I

類
…
7
月
1
3
　

日
、H
頬
・・・
7
月
2
7日
、m
　

頬
・
:
1
0月
1
2日

、
身
体
障
害

者
…
H
月
9
日

公
告
配
布
と
申
込
I

・
H
類

・
:
5
月
下
句
～
6
月
中
旬
　
m

類
・
:
7
月
上
旬
I
9

月
中

旬
、
身
体
障
害
者
…
8
月
中

旬
～
1
0月
上
旬

柬
受
験
資
格
、
募
集
職
種
・
人

数
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
試
験

公
告
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

東
京
都
人
事
委
員

会
試
験
課
(
a
氾
5
1
1
1
)
　

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
(
B
s
　
4
8
6
1
)

・
少
年
相
談
所
出
張
闘
般

お
子
さ
ん
に
関
す
る
相
鮫
事

全
般
に
つ
い
て
お
受
け
し
ま

す
。

日
時
5

月
2
3
・
2
4・
2
5日
、

い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後
　

i
時

場
所

池
袋
西
武
百
貨
店
7
階

く
ら
し
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

費
用

無
料

問
合
せ
先

警
視
庁
少
年
第
一

課
少
年
相
談
室

き
5
8
1
4
3

・
1
月
は
自
助
車
税
の
納
期
で

す
納
税
通
知
書
は
、5
月
中
頃

ま
で
に
お
手
も
と
に
届
き
ま
す

の
で
、
お
近
く
の
金
融
磯
関
ま

た
は
都
税
串
務
所
で
、5
月
3
1

日
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

(足
立
都
税
S
務
所
)
S

刪
酉
労
働
相
談

黄
金
、退
職
金
、労
勳
時
間

な
ど
の
労
働
問
題
に
つ
い
て
、

助
`
鄂
賢
料
の
耨
供
を
行
い
ま

す
。

日
時
5
月
7
・
叭
一
日
、い
ず
　

れ
も
午
後
2
時
I
t
時

場
所
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
王
子
労
政
事
務
所
　

霖
M
6
1
1
0

憲
法
週
間
(
5
月
1
日
～
　

5
月
7
日
)

。憲
法
は
明
る
い
社
会
　

の
道
し
る
べ
‘

AU240, 000


